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胱腫瘍と36例の前立腺肥大症の手術に使用した。
【成績】手術手技は従来のTURと同様であり、切
除、凝固も問題なく施行できた。平均手術時間は膀胱
腫瘍で30分、前立腺肥大症で47分であり、前立腺組
織の平均切除重量は19．9gであった。膀胱腫瘍切除時
に3例で閉鎖神経反射を認めた。
【結論】TURisは生理食塩水を灌流液として使用す
るため、TURシンドロームを起こしにくく、かつ経済
性にも優れる。また閉鎖神経反射を起こしにくいため
術前の閉鎖神経ブロックも不要となるなどの利点が
あり、今後従来のTURにかわる新しいTURシステ
ムとなる可能性が示唆された。
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【目的】腹膜透析における水チャネルの評価方法に
ついて検討した。
【方法】対象は腹膜透析患者20名。1．36％ダイアニー
ルPD液2Lを1時間停滞させ注液直後排液と1時間
後排液のNa濃度差を測定し（1．36％液△Na）、3．86％
液でも同様にNa濃度差を測定した（3．86％液△Na）。
さらに1．36％液△Naと3．86％液△Naの差（d△Na）
を算出し、各パラメーターとの相関を検討した。
【結果】1．36％液△Naは一1．45±2．7、3．86％液△Na
は一8。1±4．5であった。d△Naは6．7±2．8（最小値2．0、最
大値120）であった。d△Naと1．36％△Naは有意な相関
を認めなかった。d△Naと3．86％△Naは有意な相関を
認めた（r＝0．823、p＜O．OOO1）。　d△NaとD／P　Cr（4時
間）とは有意な相関関係を認めたが（r＝0．573、p＝
0．007）、注液ブドウ糖あたりの除水率とは相関を認め
なかった。
【結論】d△Naにより腹膜アクアポリン機能を臨床
的に評価しうると考えられた。
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【背景】　近年、本邦では臨床前立腺癌は顕著に増加し
ている。この理由に食生活の欧米化が深く関わってい
ると一般に言われている。しかし、直接その関連を示
唆する報告は少ない。
【対象と方法】平成2002年度中にTOSLOVE市ヶ
谷健康センターを定期検診のため受診し、血清PSA
値を測定した男性1，822例を対象とした。PSA値と血
清コレステロール値、HDLコレステロール値、中性脂
肪心、BMI（体重／身長2）との関連を検討した。
【結果】全体の平均年齢は56．3（範囲35－83）、平均
PSA値は1．40　ng／ml（範囲0．2－100）であった。血清
PSA値は年齢が増加するとともに有意に上昇した。
PSA値が25　ng／ml以上の頻度は49歳以下、50－59、
60－69、70歳以上で、それぞれll％，6％，18％，40％であっ
た。BMI　25．1kg／m2以上の536例は25．O　kg／m2以下の
1，286例に比較し、有意に高いコレステロール値、HDL
コレステn一ル値、中性脂肪値を認めたが、血清PSA
値に差を認めなかった（中央値0．9対1．O　ng／ml）。興
味深いことに50例の70歳以上の群では高いPSA値
を認めたが、他の年齢群に比較しBMIは最も低かっ
た。
【結論】本研究では血清PSA値と欧米化の指標と考
えられるBMIや脂質マーカーには明確な関連はな
かった。しかし、さらに多数例で、実際の前立腺癌と
の関連を裏付けるために生検結果や長期の経過観察
が必須と考えられた。
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